
 

平成 27 年度 地域貢献活動支援報告書 

 

 

                       所 属 人文学部 

                       氏 名 田中綾乃        

活動テーマ 津市における芸術文化振興活動の拠点と街づくり 

実施期間 平成 27 年  6月 1 日 ～ 平成 28 年 3 月 31 日 

活動内容 

本活動は、本学と文化施設や劇場が互いに協力・連携しながら芸術文化

を振興することで、津市の地域住民の文化度を高め、芸術文化が根づい

た街づくりを目的とするものである。この芸術文化の振興は、大学での

新しい教育づくり、人材育成、さらには文化豊かな生活、活力ある地域

社会の実現に寄与するために必要な活動である。 

（１）具体的な活動実施内容 

 平成 26年度から文化庁「大学を活用した文化芸術推進事業」の採択を

受け、その事業と並行しつつ、平成 27年度は学生や教職員、地域住

民が芸術文化に触れる機会を主催、共催含めて、以下のように提供し

た。 

＜１＞ 2015年 10月 30日「桂吉坊にきく落語と学び」＠三重大学三翠

会館・・・・2014 年から本学の地域貢献事業として継続している上

方落語の噺家・桂吉坊師による落語会は本学学生および地域住民に好

評で、毎年、本学開催の落語会を楽しみにしている地域住民も多い。

落語会ではテーマを決めることで、落語の上演だけでなく、落語の歴

史や江戸文化について学びを深める会にもなっている。本学の有形文

化財の三翠会館を利用することで、本学の文化財の魅力も地域住民に

向けて発信している。 

＜２＞2015年 11月 14日 リーディング公演「葉桜と魔笛」＠四天王寺 



 文化庁事業の共催として、津市の寺院の四天王寺を会場にして、リー

ディング公演を行った。今年は学内を飛び出し、地域住民にも馴染み

のある塔世山 四天王寺においてわが国の文学者・太宰治の短編集を

リーディングすることで、これからの「街づくり」が経済的な発展の

みならず、文化的な基盤を軸にした発展の可能性を示すことができ

た。 

＜３＞2016年 2月 12日 オーシャンビュー特別企画コンサート＠三重

大学大学病院 

 文化庁事業の共催として、大学病院のレストランにおいて、ピアニス

ト・田村緑氏によるピアノコンサートを行った。本活動は、津市にお

ける芸術文化の浸透と貢献を目的に活動してきたが、芸術文化は本

来、あらゆる人たちが享受できるものであり、病院という場所で患者

さんや医療従事者など様々な人たちが音楽を楽しむことができるよ

うな場の提供を試みることで、芸術文化の役割や可能性を考察した。 

（２）地域への貢献（地域の発展・活性化への寄与，広がり） 

本活動も三年目を迎え、今年度は学内での落語公演、地域でのリーディ

ング公演、病院でのピアノコンサートという形で、様々な場所で活動を

行うことができた。本活動のアンケート分析からは、良質な芸術文化に

触れあう機会を求める地域住民の声が大きい。芸術文化振興の拠点とし

ては、三年間の活動で周知されてきたので、今後は活動テーマを絞りな

がら、芸術文化が人々に生きる力を与え、地域の発展を担う力となるよ

う活動を継続しく予定である。 

（３）共同実施者との連携状況  

これまで同様、三重県文化会館と NPO法人パフォーミングアーツネット

ワークみえの協力を経て、大学、官、民間の連携で本活動に取り組むこ



とができた。今後も引き続き、連携を行っていく予定である。 

 

（４）大学の教育・研究成果のかかわり 

三年間の本事業での芸術文化振興のための取り組みは、平成 26年度以来

の文化庁の「大学を活用した文化芸術推進事業」の採択にも繋がってき

た。平成 28年度も文化庁からの採択が継続され、引き続き、教育や地域

プログラムの中での文化芸術の役割について、研究を行っていく。 

 

（５）イベント等開催実績（名称，実施場所，参加人数等） 

・「桂吉坊にきく落語と学び」＠三重大学三翠会館、2015年 10月 30日、

参加人数 70名 

・リーディング公演 太宰治「葉桜と魔笛」＠塔世山 四天王寺、2015

年 11月 14日、参加人数 62名 

・オーシャンビュー特別企画 ピアノコンサート 田村緑「ピアノが奏

でる母なる海音」＠三重大学大学病院 レストラン「四季折々」 

参加人数 78名 

 

（６）これまでの取組みによって得られた具体的な成果について 

三重県文化会館や NPO 法人と連携しながら、様々な芸術文化の催しを行

うことで、大学という空間が学際的な場であるだけでなく、文化的、創

造的な場であることを発信することができたのは大きな成果であった。 

また、本事業の継続活動である桂吉坊師による落語会は、気楽に演芸に

触れられるという利点から地域住民にも人気となり、継続を望む声が大

きい。昨年度は、林家菊丸が本学の特任教授に就任したことからも、今

後は本学から話芸や江戸文化の魅力を発信できる機会も増えると思われ

る。本事業の三年間の取り組みでは、芸術文化を広く捉えて、特に分野

を絞らずに活動してきたが、今後は芸術文化の中でもジャンルを限定す

ることで、地域の人たちがそれぞれの芸術についての知識をより深める

ことができるような活動を行っていく予定である。 
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2016年7⽉ 6⽇ ⽂部科学省⾼等教育局⻑が来学
2016年7⽉ 6⽇ 平成28年度 三重⼤学教育GPヒアリングを実施
2016年6⽉30⽇ フラッシュニュース158号
2016年6⽉30⽇ JSTさくらサイエンスプランでベトナムの⼤学から学⽣を招きました
2016年6⽉30⽇ 附属病院にて「第3回経営に関する研修会」を開催
2016年6⽉30⽇ 「三重⼤学⽣物資源学部・渡邉⽂⼆奨学⾦」奨学⽣採⽤決定通知書伝達式
2016年6⽉30⽇ 岩本美砂⼦教授がFM三重「〜はじめての⼀票〜」公開録⾳に出演します︕

2015年度 三重⼤学地域貢献事業 ⼈⽂学部特別講座「桂吉坊に聞く落語

と学び」を開催しました

2015年11⽉10⽇

10⽉30⽇（⾦）、三翠会館2階和室において、2015年度 三重⼤学地域貢献事業 ⼈⽂学部特別講座「桂吉坊に聞く落語と学び」
を開催しました。

冒頭、後藤 基⼈⽂学部⻑から「⼈⽂社会系学部だからこそ⾏えるイベントの⼀つです。⽇本の歴史や伝統を感じて、ゆったり良
い話を聞いて下さい」と挨拶がありました。続いて、桂 吉坊さんから落語の特性や歴史、上⽅落語と江⼾落語の違いなど、初め
て落語を観る⼈にもわかりやすい説明があり、その後、演目「千早振る」が披露されました。⼀⼈で⼆役を瞬時に演じる吉坊さん
の軽快なお話しに、会場は笑いの渦に巻き込まれました。

お話しが終わった後には、⼈⽂学部の吉丸雄哉准教授と吉坊さんの対談が⾏われ、演目の内容をどのように覚えるか、また、弟⼦
⼊りした後はどのような事を⾏うかなど、貴重なお話しを聞くことができました。最後に設けられた質疑応答では、落語研究会の
メンバーから「演芸の魅⼒はどうしたら伝わるか」という質問があり、吉坊さんからは「⾯⽩そうに⾒せること、続けることが⼤
事です」とのアドバイスがありました。

秋深まるなか、⽇本の伝統芸術にふれる素敵な⼀時となりました。

最新の記事
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幸
男 日程：2015年11月14日(土) 

時間：13:00 START 

   19:00 START 

三重大学「地域の舞台芸術振興のための特色ある

アートマネージメント人材育成」実践講座 

平成 年度 文化庁大学を活用した文化芸術推進事業 

リーディング公演 

会場：塔世山 四天王寺 

「おいしくてあたらしい料理と演劇の楽しみかた」 



・会場 

塔世山 四天王寺  

津市栄町1丁目892 

・料金 

1,000円(リーディング公演のみ) 

※食事希望の方には別途食事代がかかります 

チケット取り扱い 問い合わせ先 

三重大学パフォーミングアーツ発信プロジェクト事務局 

〒514-8507 三重県津市栗真町屋町1557 三重大学人文学部内 

TEL 059-231-9180(平日10:00～17:00) 

MAIL pap-office@human.mie-u.ac.jp 

作：太宰治 演出：柴幸男(劇団「ままごと」) 

JR･近鉄･伊勢鉄道津駅東口下車徒歩８分 

葉 と 魔 笛 
出演：井上みなみ（青年団） 

吉見茉莉奈（劇団PEOPLE PURPLE） 

M-PADとは 

「おいしくてあたらしい料理と演劇のたのしみかた」

として、2011年から晩秋の三重の催事として始まっ

たM-PAD。 

三重県内の「おいしい!」と言われるお店自慢の料理を

楽しむ。文学・古典作品を俳優の声や身体を通じた

リーディングで楽しむ。見終わってから料理や作品を

語り合って楽しむ。この楽しさを味わって頂く方は少

しずつ増えてゆき、今年で5回目の開催を迎えまし

た。 

お店と全国から選りすぐった俳優たちのコラボレー

ション。今年も素敵なお店・素敵な演目をお楽しみ頂

けます。 

ままごととは 

劇作家・演出家の柴幸男によって旗揚げされた劇団。

近年は劇場演劇に留まらず、横浜や小豆島などの公共

空間で“その時、その場所、その人達との演劇”を積

極的に創作上演している。岸田國士戯曲賞を受賞した

『わが星』は2009年に初演、2011年の再演では全

国6都市を巡るツアーを行う。2015年の再々演では

東京・小豆島公演で9000人超を動員した。演劇を

「ままごと」のようにより身近に。より豊かに。 

主催：三重大学パフォーミングアーツ発信プロジェクト 

共催：特定非営利活動法人パフォーミングアーツネットワークみえ 三重県文化会館 三重大学「地域貢献事業」 

「わが星」2015年7月 小豆島高校体育館 




